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論文内容の要旨
提出された論文は、「経済政策とインプリメンテーションーフリッシュ研究J(お茶の水書房、 1999年)
であるo
この論文は第一回ノーベル経済学賞の受賞者であるRagnarFrischおよびTinbergenの経済政策に関す
る理論的、および彼らの理論と関係する現代の経済政策理論の研究である。
論文の構成は以下の通りである。
第1章序
第2章静学的司制御命題とTinbergen定理
第3章勤学的TinbergenモテソレとTinbergen定理
第4l主 Frischモデルと動学的Tinbergen定理
第5章 ある社会的選考関数の計測
第6章 マクロ経済政策モデルと合理的予想、
第7章 ルールVS裁量:政策インプリメンテーション・モデル序説
第8章多期間政策インプリメンテーション・モデル序説
第9章逐次せいサックインプリメンテーションと擬態
第10章若干の覚え書きー結びに代えて
Frischのノーベル賞受賞理由は、「彼らは CTinbergenと共に)経済過程の分析のための道学的モデルを
開発し、それを応用してきたJことであるというのが公式な受賞理由である。この公式的な受賞理由以外
に今まで論じられてきたものは、彼らが(1)経済学を厳密で数量的な科学にしようとする努力、 (2)経済
学を合理的な経済政策の形成に援助させようとする努力、 (3)経新動学への貢献、以J.の3点が指摘され
てきている。
第 1章では簡単なモデルを用いてバレート解がウエイトすなわち、政治的パラメータの取り方に応じて
無数に存在することが明らかにされる。また資本主義的市場経済体制についてもパレートシステムが競争
システムと同ーの解をもたらすという意味でこれらの体系が同値であることが主張される。このことから
理論的、実証的に社会経済システムの典型をなす体系がFrisch= Tinbergenモデルであるということが主
張される。
このようにこの論文では、 Frisch= Tinbergenの理論的な関係を明確にしたこと、これから生じるその
後の理論的な発展が網羅的に取り扱われているという意味で経済政策という範聞を超えた領域に研究の対
象が拡張されている。この意味からも本研究はF'risch= Tinbergen理論の研究に留まることなく現花まで
の経済政策に関する基礎的な理論を提供している点で高い評価がなされるものと思われる。
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論文審査の結果の要旨
面接をして提出された論文について詳細な議論を試みた。本論文は10:常から構成されているが、主に面
接の時に議論した主な内容、ないしは論文の貢献は以下の泊りである。
第一点は、この研究がFrischに関する学説史的な研究であるかどうかである。これについては、決して
学説史的な研究ではなく、理論的なものであることが確認された。したがって、 Frischの経術学と経済政
策との関係に関する理論的研究がこの論文の骨格をなすものであるということである。
第2にこの論文の首IJ主題である iFrIsch研究Jについては、諸章で論じられているようにTinbergenの
理論との関係が明かにされているという意味ではPrisch=Tinbergcn理論の研究という意味もある。
第3~こFrisch= Tin bergenのモデルの相似点が厳密に区別されている点が注目に値する。 Frischモデル
の構組の基本は、セレクション (selection)、インプリメンテーション (implementation)の区別にある
ことが指摘され、前者は、結1度的な方法と手段を講じて実現できるのであれば実点差世帯と思う実質額、
ないしは物量単位表示の数値集合を意味し、これは政策当局の選好関数を無条件最適化することと考えら
れる。他方後者は、セレクションモテソレで・除外された政策手段の関係式等が登場する。これによってセレ
クション解を達成できる政策策定の可能性が精査されるo
とりわけ第3章、 4章では、勤学的↑inbcrgenモデルにおける定理の再構成が行われる。また、 Tinber-
gcn定理は「目標数=(手段数×適用段断数)となるιとが明かにされる。また、第5章では、社会厚生関
数の計測について議論がなされ、第6章では、ルーカス批判に対して、 Frisehとルーカスとの考え方には、
共通項があることが明かにされている。
さらに合理的期待仮説との関連も議論されている。インプリメンテーションモデルの政策ゲーム化の可
能性が模索されている。第9章では、僚態政策、合同均衡策、分離均衡策とうに関する議論がなされてい
る。
このように、本研究は単なるFrisch理論の研究に留まることなく、現代の立場からそれの発展を試みよ
うとする画期的な業績を含んでいるというのが論文審査結果の結論であるといえる。
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